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７月の３連休、群馬県の『こんにゃくパーク』に出かけてきました。

こんにゃく料理の無料バイキングが売り。テレビ放映され、人気のお店。

連休の２日目、朝９時半に到着するも、４０分待ちの行列にびっくりしました。

食べ放題にすれば、当然お昼は食べられません。結果、夕食が早くなりました。（笑）

５００円の『こんにゃく製品の袋詰め放題コーナー』も人気でした。

来場者のほぼ全員がお土産を買っています。平均２,０００円でも、十分元が取れそう。

午後は、『群馬県立自然史博物館』へ。恐竜が常設展示されております。

お孫ちゃん旅行にいかがですか？

（その１）　ひょんなこと編

こんにゃくパークでバイキング行列に並んでいると、１枚の賞状が目に留まりました。

『１０位』なのに賞状を飾ってあるのが不思議に思い、表彰文を読んでみて納得。

第３６回　プロが選ぶ　観光・食事・土産物施設１００選の全国第１０位

表彰者　『旬刊　旅行新聞社』

早速、スマホで検索。各部門の全国１０位までの順位が掲載されておりました。

１位 浅間酒造観光センター、８位 庵古堂、１０位 こんにゃくパークはいずれも群馬県。

訪問は、５位 えびせんべいの里（愛知県）と、４位 庄内観光物産館ふるさと本舗のみ。

２位 蔵元綾　酒泉の杜（宮崎）、３位 御菓子御殿（沖縄）、６位 いちごの里（栃木）

７位　お菓子の壽城（島根）、９位 道の港まるたけ（千葉）は、ノーマークでした。

（その２）　最強アイテム編

歩きスマホはいけませんが、行列でのひまつぶし最強アイテムは、スマホです。

『プロが選ぶ日本のホテル・旅館１００選』のサイトも併設。

加賀屋（石川県）を毎年１位に表彰している企画だったんですね。

月岡の華鳳が総合第２位（施設部門では全国１位）にも、びっくりしました。

その２）　　プロが選ぶ　観光・食事・土産物産館　

　　　その３）　　旬刊　観光新聞のサイトに掲載　　

電子版“ロダン・タイムズ” 

 その１） ひょんなことから 新旅先アイテムを発見 



（その３）　勝手な分析編

先ほどの、プロが選ぶ　観光・食事・土産物施設１００選を身勝手に分析してみます。

幹事さんは、大人の旅行計画に苦労します。

大人になると、趣味、し好はさまざまですから、そんな時、『無料』はキーワード。

工場見学をして、製品の無料試食をして、お土産も購入できる場所が、

上位にランクインされていますね。

（その４）　トップ１００まで編

当サイトは、各部門をトップ１００まで紹介しています。

紹介方法は、トップ１０までは、ランキング方式。

１１位から１００位までは、ランキング表示をせずに都道府県別に表示。

（ランキングのない都道府県もあります）

今後の旅行先を決める参考にしてみてはいかがでしょうか。

　 【観光・食事施設】　トップ１００ ・その他の参考サイトなど

【土産物施設】　トップ１００ 　食べログ

【ホテル・旅館１００選】 ・検索　方法

【日本の小宿】 　人名＋場所（県）

　太田和彦、郡司勇、吉田類など
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お年寄り     心豊かに     所長さんは 市役所に確認すると税金感想・意見ご相談


